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事例 NO.44  

事業の種類 建築物 

環境配慮の 

 概要 
発電効率の高い天然ガスコージェネレーションシステムの導入 

事 業 名      県立広島病院天然ガスコージェネレーション設置事業 

事 業 主 体      広島県（県立病院室），㈱エネルギア・ソリューション・アンド・サービス(ＥＳＳ) 

実 施 場 所      広島市南区宇品神田（県立広島病院内） 

実 施 期 間      平成１４年度 

全体事業費 ２１７百万円 

施工区間等 県立広島病院敷地内 ２０５．７５㎡ 
事

業

概

要 
 事業の目的 

   ・経緯等 

発電効率の高い天然ガスミラーサイクルガスエンジンコージェネレーションシ

ステムを設置し，発電することで商用電力の電力負荷平準化を行う。さらに排熱

を既設の蒸気ヘッダーに投入し，蒸気ボイラー用燃料の削減を図り，ＣＯ２，  

ＳＯx排出量の削減，省エネルギー性の向上を図る。 

環

境

配

慮

の

内

容 

◆工法等 

（１）発電効率の高いミラーサイクルガスエンジン発電機※を導入し，電力のピークカット及び

負荷平準化を図る。 

（２）排熱を既設の蒸気ボイラー用熱源として使用するため，既設の蒸気ボイラーで使用されて

いたＡ重油燃料が削減される。 

（３）ＣＯ２，ＮＯｘ，ＳＯＸ排出量の少ない天然ガスによる発電を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施

工

後

の

状

況 

◆効果 

・電力のピークカット及び負荷平準化 

・蒸気ボイラーのＡ重油燃料使用量の削減に伴い，ＣＯ２，ＳＯＸ排出量が削減された。 

留

意

点

等 

・従来使用していた商用電力を全て火力発電と仮定した場合，システムの導入により，病院全体

のＣＯ２排出量は減少する。（なお，商用電力を現状の火力・水力・原子力の発電割合で算出し

た場合，病院全体のＣＯ２排出量は，システム導入前より増加する。） 

・電力消費量が大きい事業所で，かつ，事業所内に排熱を利用できる施設がなければ，メリット

が出にくい。 

・当事業は，ＮＥＤＯ（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構）補助金を導入した。

 

※ ミラーサイクルガスエンジン発電機 

圧縮比よりも膨張比を大きくしたサイクルで，エンジン内

で燃焼したガスを十分に膨張させることができるため，発電

効果を高めることができる。 
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（図面，写真，説明） 
県立広島病院天然ガスコージェネレーションシステム 
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【システム概念図】 

【事業形態】 

【設置場所】 

（各事業者の役割） 
広島ガス：システム設計等の企

画立案及びコージ
ェネレーション設
備への天然ガスの
供給 

ＥＳＳ：天然ガスコージェネ
レーション設備を
建設し，熱（蒸気）・
電気を供給 

広島県：ＮＥＤＯ補助金を受
け，ＥＳＳに対し建
設費の一部負担の
補助を行う。設備稼
働後，熱（蒸気），
電気の供給契約を
締結 


